日本相撲文化の国際化研究 by 張 永涛
55日本相撲文化の国際化研究
はじめに
　相撲は1500年ぐらい前に、五穀豊穣を祈るために行われ
る日本の神道儀式に由来すると言われている。『古事記』
と『日本書紀』には相撲に関する記載がある。大相撲は江
戸時代に現れ、1909年に国技館が建てられた。1925年に財
団法人大日本相撲協会の成立が許可され、1927年に東・西
大相撲が合併した。1958年から１年６場所制を実施し、
1966年に財団法人日本相撲協会に改称された。1985年新国
技館の完成によって相撲興行の人気が日増しに高まってき
ている。
　相撲は20世紀半ばごろから国際化が発足したと言えよ
う。近年来、外国人力士の輝きで国際化という言葉が頻繁
に使われ、広く認められているようである。また、相撲は
日本の国技であると共に、歴史悠久な伝統芸能でもあると
いうことで、国際化研究を競技視線でのみならず、文化視
線でも進めることは必要と考えられる。
　一般的に、文化の国際化とは、文化が母国以外の国ある
いは地区に伝播し、且つ一定の影響が生じる現象で、「国
外における国際化」と捉えてもよいのであろう。一方、文
化の母国では一部の外国人が直接的、あるいは間接的に当
該文化に接し、吸収する現象も文化国際化の範疇に属する
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と理解し、「国内における国際化」と称してもよいのであ
ろう。即ち、文化の国際化は、海外にのみ着眼すべきでは
ないということであり、相撲文化の国際化も同様である。
　文化の研究ならその時代性と結びつける現実的問題の分
析を逃せないと思われる。国際化は近年相撲文化に現れて
いる一種の新しい傾向であり、また極めて現実的な問題で
もあるので、分析の価値は十分あるはずである。それに、
国際化は、相撲文化にのみならず、他の伝統文化にも秘か
に浸透しているということで、他文化の国際化研究の参照
にもなれることは望まれている。
１ ．相撲文化国際化の先行研究
　相撲は日本の象徴の一つとでも言えよう。それゆえに、
古くから相撲に関する研究が盛んに行われてきた。大きく
分けると、相撲知識関連と相撲文化関連になるのであろ
う。
　相撲知識関連の研究というと、相撲の歴史、現状、取組
規則、興行情報などの基礎的な内容がメインである。ま
た、このような内容が、日本概況関係の書籍に集中するの
は多い。例として挙げられるのは、大森和夫、大森弘子、
曲維の『日本』、佐佐木瑞枝の『日本世情』、劉笑明の『日
本国家概況』などである。ほかに、相撲専門の書籍もたく
さん出されているが、その中にも一部載せられている。例
えば、新田一郎の『相撲の歴史』、金指基の『相撲大事
典』などである。
　この分野の研究では、コメントと分析が混じているとは
いえ、総じて言えば相撲知識の紹介と普及が主な目的のよ
うで、書籍の多くは、どちらかというと、相撲百科事典の
ようなイメージがやや強いとされている。
　一方、相撲文化関連の研究というと、主に相撲文化を日
本の伝統文化として捉え、よく思想、宗教、信仰、国民性
などとの接点を探しながらまとめたもの、いわゆる精神面
での分析が多いようである。この範疇の研究では、他分野
とのかかわりを強調し、相撲文化と精神を発揚するものば
かりでなく、既存問題の指摘も多数ある。例えば、大鵬の
『相撲道とは何か』はプロの目線での正統な相撲精神と文
化を描いた書籍であり、非常に説服力がある。宮本徳蔵は
『力士漂泊』の中で、考古学の視点から宗教、民族文化な
どと結びつけて相撲の由来と歴史を力強く解析した。ス
ティーヴン・D・レヴィットは『ヤバい経済学』の中で、
統計学の原理を用いて、厳密なデータで相撲の八百長問題
を指摘した。工藤隆一は『力士はなぜ四股を踏むのか』の
中で、相撲と日本文化、江戸文化とのかかわり、相撲文化
と一般人の接点などを全般的に分かりやすく解説した。
　ところが、国際化は相撲文化の新しい傾向であり、その
研究価値はだんだん気づかれつつあるが、まだ全体的には
少ないとしか言えない。そして、一般に言う国際化の目線
は大体大相撲か、外国人力士の募集と活躍に集中されてい
るのであり、相撲文化の国際化に関する研究はまだ稀であ
ると言えよう。例えば、赤嶺逸男の『大相撲国際化を論ず
る愚かさ』は大相撲そのものの国際化を研究の対象とし、
今田柔全は『どかんかい』の中で外国人力士スカウトの角
度で大相撲国際化の道を探ってみた。大相撲の国際化にし
たがって、相撲文化の国際化も必然的に伴うことに気づい
ていないということで、今多くの研究は決して全面的であ
るとは言い難い。また、日本の伝統芸能という文化的な角
度からではなく、相撲を一種の競技としてその国際化を論
ずる、つまりあまり国際化を相撲文化の新たな傾向と見て
いないというのは、今の研究現状と言えよう。
　ようするに、大相撲の国際化研究に止まらず、それを通
して、文化の分野で相撲文化の国際化を研究するのは、
もっと面白いのではないかと考えられる。
２ ．相撲文化国際化の歴史及び現状
　相撲文化の国際化は相撲国際化の必然的産物であると言
えよう。
　外国人が日本へ行って、各部屋で稽古し力士になること
によって、相撲の「国内における国際化」は実現される。
外国人力士は日本で相撲の技だけでなく、その精神と文化
を学ぶ上、日本の社会、風俗、人情に触れ、日本社会に馴
染み込み、日本魂を持つことに至る。これは、相撲文化の
「国内における国際化」の典型的なパターンである。
　同様に、日本政府と相撲協会が一定の形で海外で相撲の
魅力を披露し、その独特な文化を伝播することは、相撲文
化の「国外における国際化」と言えよう。
２ ．１ 　相撲文化の「国内における国際化」の歴史
　相撲文化の「国際における国際化」は大体20世紀の中ご
ろから始まったと言われ、そのしるしは、初めての外国人
力士の登場である。平林猛（1981，P.25－47）によれば、
高砂親方（元横綱前田山）はハワイ出身の Jesse James 
Wailani Kuhaulua（日本名：高見山大五郎）を日本へ連
れ、1964年３月にデビューさせた。これは日本相撲文化の
国際化発展において非常に大きな意義のある事件である。
その一、高見山の活躍で、ハワイ勢力士の台頭を客観的に
促した。また、ハワイ勢力士の活躍は、相撲文化の国際化
発展の象徴となった。その二、日本相撲界の一部の固有観
念を覆し、相撲文化の多角化発展に礎を築いたと言っても
過言ではない。
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　在日外国人力士奮闘の歴史を大きく分けると、三つの時
期にまとめることができる。
⑴　ハワイ時期（1964年～2003年）
　高見山の後、20名余りのハワイ出身のアメリカ人が相次
いで日本へ行って相撲力士になり、その中には小錦八十
吉、曙太郎、武蔵丸光洋は特に人気が高く、一時ハワイ勢
力士の勢いは大きく脚光を浴びていた。無論、同時期に、
韓国、トンガ、パラグアイ、カナダ等の国の力士もいた
が、明らかに人気度も実力も大差が付けられ、ハワイ勢力
士の影で過ごしていると言っても良かろう。第67代横綱で
ある武蔵丸の引退で、ハワイ時期は終わりを迎えた。
⑵　モンゴル時期（2002年～今）
　1992年３月に旭天山、旭鷲山、旭天鵬など５名のモンゴ
ル力士の登場で、モンゴル軍団出征の幕が開いたと言えよ
う。後に、朝青龍の台頭は、特に2002年９月の大関昇進
は、在日外国人力士のモンゴル時期入りの象徴であろう。
朝青龍、白鵬、日馬富士はモンゴル勢力士の代表である。
⑶　ヨーロッパ時期（2006年～今）
　相撲の国際的影響力の拡大にしたがって、ヨーロッパ、
とくに東ヨーロッパからの外国人力士も注目されつつあ
る。代表人物は、琴欧州、露鵬、黒海などである。特に、
琴欧州は、初のヨーロッパ出身の大関としてよく知られて
いる。露鵬も黒海も小結まで上がった。三人の昇進時間は
いずれも2006年ということで、当年をヨーロッパ時期入り
のしるしと見てもおかしくなかろう。
　当今の日本相撲界では、日本力士、モンゴル力士、ヨー
ロッパ勢をはじめとする他の外国力士は、偏ったりはする
が、すでに鼎立の局面となっているように見えている。
　一方、出身を問わず、外国人力士は大抵日本語が堪能
で、相撲精神と文化への理解は日本人力士に負けないくら
い深いものがある。また、彼らの影響で、たくさんの在日
外国人はだんだん相撲が好きなようになり、相撲文化への
理解も無から通になることで、相撲文化には「国内におけ
る国際化」の傾向が見られてきている。
２ ．２ 　相撲文化の「国外における国際化」の歴史
　まず、大相撲は主に海外公演と海外巡業を通じて相撲文
化を海外の人々に紹介するわけである。海外公演は日本相
撲協会が主催するイベントで、主要目的は国と国の親善を
図ることであり、強烈な政治の焼き印があるのに対して、
海外巡業は興業主が主催するイベントで、主要目的は利益
の獲得であり、営利性の特徴を持っている。今までは、海
外公演は計13回、10ヵ国で、海外巡業は計16回、７ヵ国と
地区で行われた。この二つのイベントは、いずれも40年余
りの歴史を擁していて、相手国では一時に人気を集め、注
目を浴びていた。強い相手には恐れず、我慢強いなどとい
う相撲精神をきちんと海外の人々には伝わり、相撲文化の
独特なところを感じさせ、相撲文化の国際影響力を大きく
高めた。
　次に、成功を収めた外国人力士は、日本で人気を集める
だけでなく、母国でも注目度が高まる。その母国では、成
績の報道に止まらず、相撲知識、相撲文化に関するテレビ
番組、本籍、雑誌などのメディアの集中報道もされ、ある
程度の相撲ブームが起こされていた。これで、相撲文化の
海外での伝播が促され、知名度もさらに高まっていくので
ある。
２ ．３ 　相撲文化の国際化の現状
⑴　一部の在日外国人力士は成績が抜群で、番付が高
い。
　今、日本相撲界で活躍している外国人力士は人数的には
少ない割合であるが、成績と番付のほうでは全体的に日本
力士と匹敵できていると言えよう。外国人力士がトップの
多数を占めていて、日本力士がトップの少数と中堅という
イメージはやや強くて、またそれをここ数年間の現状と
言っても妥当であろう。2013年５月場所の最新幕内番付を
例として見てみると、まさにそうである。総勢42名力士の
うち、外国人力士15名で、人数的には負けているが、大関
以上は６名のうち４名を占めている。
⑵　在日外国人力士は相撲文化への理解が日増しに深ま
り、「日本化」している。
　一国の文化を学ぶには、その国で暮らし、地元の住民と
交流し、当地文化に馴染み込むよりほかないとされてい
る。相撲文化も当然例外ではない。外国人力士は日本力士
と日々一緒に暮らし、知らず知らずのうちに考えまでも
「日本化」している。相撲文化への理解が深まるにした
がって、大多数の外国人力士は日本魂を持つようになり、
日本力士と同様に謙虚で親しみやすく、一般民衆との親善
活動をも楽しんでいるということで、相撲文化の「国内に
おける国際化」は推し進めされているのである。
⑶　日本相撲協会は多ルートで相撲文化の宣伝に努めて
いる。
　文化の母国での重視と普及なしでは、その国際化を語る
ことはできないのであろう。いわゆる「皮がなくなったら
毛は一体どこに付くのか」ということである。相撲はもと
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もと日本の国技で、国民に愛されているのは疑いようもな
い事実であるが、近年相撲人口の減少にともなって、長い
目で見る相撲の日本国内での人気度下落の懸念がまったく
ないというわけでもない。その点にすでに気づいた日本相
撲協会では、未来に着眼し、相撲文化の基礎を固めようと
している。具体的な策として挙げられるのはいくつかある
が、例えば通信会社と協力し、携帯電話用の相撲ゲームの
開発など、相撲文化の特に青少年への浸透を地道に進める
ことである。ほかに、女子相撲とアマチュア相撲を行っ
て、日本国民の注目を集めることもそうである。このよう
な異種相撲では、相撲文化の神髄を保持することを前提
に、ルールを簡単にし、服装変更などの方法で一般人に興
味を持たせると同時に、相撲文化を宣伝しようとする。ま
た、相撲協会では、大相撲観戦の外国人への相撲紹介の無
料ガイドブック配布や、海外使節団、在日外交官の大相撲
観戦招待など、さまざまな手を打っている。そのほか、相
撲関係の漫画、映画とテレビ作品の創作や、モンゴルのよ
うな相撲の強い国での大相撲テレビ中継業務の推進などを
通じて、相撲文化の国際的影響力を高めようとしている。
３ ．相撲文化国際化推進要因の分析
　相撲文化国際化の推進要因には、いろいろと挙げられる
ものがあるが、主に四つの面からまとめてみる。
３ ．１ 　日本の少子高齢化傾向と青少年職業観の変化
　少子高齢化は日本社会の一大問題であると言っても過言
ではない。図を見ると、ここ数年日本の少子高齢化がます
ます深刻になっていることは明らかである。出生率の低下
にしたがって、理論上の相撲人口も年々減っていくに違い
ない。
　また、青少年職業観の変化も無視できない要因の一つで
ある。以前の日本力士の多くは貧乏育ちで、お腹いっぱい
に食べられることは相撲入門の主要目的の一つであるとさ
れている。今の日本社会はかつてとは比べものにならない
ほど豊かになり、相撲の暖衣飽食というメリットはなく
なった。それに伴って、相撲稽古の厳しさ、暴飲暴食のデ
メリットなどがかえって目立つようになっている。例え
ば、義務教育を終了し、23歳までには身長173センチ、体
重75キロ以上になるという入門制限は、今のような飽食時
代で見ると、決して厳しいものではない。むしろ体重超過
などのことを考えると、相撲の道を最初から諦める若者が
多いのではないかと想定される。
　このダブル背景に、日本人力士を発掘するのはますます
困難になり、2007年の相撲入門希望者ゼロ事件が起きたの
もおかしい現象ではなさそうである。日本人入門希望者の
減少は、人数制限があるものの、外国人力士の増加につな
がっているに違いない。これも、間接的に相撲文化の国際
化発展を促していると言えよう。
３ ．２ 　相撲文化の独特な魅力
　相撲は日本の国技としてよく知られている。神道由来と
いう神秘的なところで、多くの外国人はひきつけられ、そ
の魅力に抵抗できない。相撲文化の魅力は公平さ、淡淡と
した態度、相互尊重、礼儀重視などのところにある。公平
さとは、出身の如何を問わず、人一倍の努力すれば成功の
見込みが十分にあるということである。淡淡とした態度
は、勝っても喜びが顔に出ないし、負けてもくじけないと
いうことを指す。相互尊重とは、一瞬で勝負がつく中で、
自分のすべてを出し相手に勝つという態度こそ、相手に対
する最大の尊重である。礼儀重視とは、「礼に始まり、礼
に終わる」のことである。このような相撲文化を守らない
力士は、たとえ勝っても喝采を博することもないし、異種
扱いされがちである。
　グローバル化が進んでいる現在、独特な民族文化こそ外
国人をひきつける力がある。相撲文化の奥深さは、その国
際化を促す重要な決め手になるに違いない。
３ ．３ 　相撲部屋の大家族制の役割
　目下、日本の相撲界には50を超える相撲部屋がある。相
撲部屋は共同生活の大家族制で営まれている。長い間、相
撲部屋は力士養成の場としてプラス的な存在で、重要な役
割を果たしてきた。外国人力士は日本人力士と同じように
扱われ、同様に新弟子から上へと這い上がる。相撲部屋は
あたかも小さな日本社会みたいな存在で、辛いながらも、
頑張れば報いられるという可能性を追う権利は外国人にし
ろ、日本人にしろ、みんな同じである。また、部屋は外国
人力士にとって、上下関係、集団意識、倫理道徳などの日
本文化と常識を学ぶ場でもある。相撲部屋は、外国人力士
が努力と実力で上位力士を目指す登竜門のような存在で、
出身と関係なく、努力さえすれば成功の見込みがあるとい
う点は多くの外国人力士に認められているかもしれない。
したがって、この点から見ると、相撲部屋の存在は、相撲
文化の国際化推進に大きなプラス効果があると言ってもお
図　2008年～2012年日本０～14歳と65歳以上 
人口が総人口に占める割合（％）　 　　
出所：「人口推計」（日本総務省統計局）関係資料より筆者作成
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かしくない。
３ ．４ 　出稼ぎ力士の心理
　外国人の目には、相撲は神秘的な日本の国技に映るかも
しれないが、いざ日本へ行って、相撲に入門するという話
になると、考え方が変わるのではないかと思われる。変わ
るというより、もっと多くの目的が混ざっていると言った
ほうが妥当かもしれない。外国人力士にとっては、相撲文
化への憧れは入門の唯一の理由であるとは言い難い。先輩
外国人力士の成功と相撲の国技地位が彼らをひきつける大
きな要因ではないかと思われる。出稼ぎ力士という言い方
は適切かどうかは別として、経済目的は諸目的の中で大き
な１つであるに違いない。無論、相撲に入門してから、相
撲文化を含む日本の伝統文化に接触し、好きなようになる
というのは、別問題のようである。
　とにかく、出稼ぎ力士の心理は、相撲文化の国際化の推
進に大きく繋がっていると言っても過言ではなかろう。
４ ．相撲文化国際化制約要因の分析
　日本相撲文化国際化発展の中で、その勢いの妨げとなる
要因も多く存在している。ここで、四つの面から解析して
みる。一方、このような要因の存在で、相撲文化の国際化
発展は行き過ぎず、一定のバランスを保つことができてい
る。
４ ．１ 　日本社会におけるエスニック・アイデンティティ
の影響
　エスニック・アイデンティティ（Ethnic identity）は簡
単に説明すると、ある集団に属する帰属意識のことであ
る。
　日本は、一般的に単一民族であると言われ、「内」と
「外」という認識がある。相撲で日本人力士が外国人力士
に勝つ時、エスニック・アイデンティティで誇りを感じや
すい。例えば、42回にもわたる曙貴両雄の対戦は当時大き
な注目を浴びていた。つまり、頂点に立つ日本人と外国人
との対戦が期待されているわけである。「日本人はこんな
にやれるのだ」という同胞意識で励まされる（斉藤孝，
2007，P.167）。また、その意識の影響で、同時期の外国人
力士にも相当の尊敬を示す。なぜかというと、武士道の真
髄が日本社会に浸透しているからである。相手が「敗者」
となっても、「自分と互角になって戦った相手だ」という
ことを理解し、相手を「同等の人」として扱う（橋本治，
2007，P.184）。
　しかしながら、貴乃花引退後、日本人横綱不在の歴史が
始まった。朝青龍時代も白鵬時代も、頂点に立ったのは、
一人か二人のモンゴル人である。それは、日本人である限
り決して見たいわけではない。しかも、その現状が長引け
ば長引くほど、外国人力士に対する排斥感が生じる可能性
が大きくなるかもしれない。別に日本人は排外的であると
いうつもりはない。どの民族も一緒である。なにしろ、自
分の属する集団を愛し、集団の名誉を重んじるのは、人間
としてごく自然な考えである。現状と結びつき、長い目で
見ると、このエスニック・アイデンティティの存在が、相
撲文化の国際化発展を妨げる要因の一つになるというの
は、明らかなようである。
４ ．２ 　規則や制度上の制限
⑴　国籍制限
　日本初の外国人力士である高見山大五郎は、1967年に十
両に昇進し、その後1972年７月に幕内優勝を収め、当時は
大きな注目を浴びていた。引退後の親方生活が楽しみであ
ると、恐らく当時の彼はそう描いていたはずである。しか
し、数年後の1976年に相撲協会は突然年寄株取得条件の中
に、「日本国籍を有する者」を新たに入れた。この新条項
は、明らかに高見山大五郎をはじめとする外国人力士への
国籍制限であると捉えられていた１。
⑵　外国人力士の人数制限
　1987年５月、小錦は日本史上初の外国人大関になった。
そして、1991年11月から３回連続幕内優勝を収めて、横綱
昇進の資格を持つようになったものの、不運に昇進できな
かった。曙は、1992年に大関昇進して、当年11月に日本史
上初の外国人横綱になった。武蔵丸は1991年11月から新入
幕し、1999年５月場所後二人目の外国人横綱になった。
　外国人力士の輝きは日本相撲界に大きなインパクトを与
えた。この背景に、日本相撲協会は1992年に現役外国人力
士の人数を40名以内に収めるという方針を発表した。当
時、これは外国人力士に対する差別的な規定であると理解
されていた。2002年になってから、差別規定を取り消そう
という呼びかけのもとで、１部屋につき１名の外国人力士
が許されるように変更された。しかし、外国人力士を日本
国籍に入らせ、空けた一枠で新しい外国人弟子を入門させ
る部屋があるので、日本相撲協会では、2010年に人数制限
中の外国人力士を外国出身の力士に広めた。
　年寄株取得条件の国籍制限と外国人力士の人数制限は、
明らかに相撲文化の国際化発展を妨げる措置である。
４ ．３ 　保守派の存在
　日本相撲協会理事長である北の湖は「相撲は保守なり」
と言ったことがあるらしい。2002年外国人力士の人数制限
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をある程度緩めた後、北の湖は、「今後も外国人枠を広げ
るつもりはない」と話した。このような発言は、相撲界保
守派の赤裸々な宣言と言ってもおかしくない。
　既得利益がどうこう言う人はいるかもしれないが、それ
はともあれ、相撲文化の純粋さを保ち、相撲の国技の地位
を守り、相撲文化国際化の潮流を、人の力で何とかコント
ロールしようというのは、保守派の狙いの一つかもしれな
い。この意味から考えると、一概にそのやり方には理解で
きないこともないと言えよう。とは言うものの、保守派
は、何と言っても相撲文化の国際化発展の足を引っ張る存
在ではないかと思われる。
４ ．４ 　相撲部屋のマイナス面の影響
　物事には常に両面があるように、相撲文化の国際化発展
において、相撲部屋にはプラスの面もあれば、マイナスの
面もある。
　日本は、古くから儒教思想の影響を深く受けてきている
と言われている。日本人の国民性の一部は儒教思想で成り
立っていると言っても過言ではなかろう。また、日本に
は、武士の情けという言葉があるように、武士道精神が日
本社会に深く根付いていると言えよう。武士道は平安時代
に生まれ、江戸時代に入ってから儒教の倫理道徳思想を吸
収し理論化され、日本封建道徳の柱となっていた。武士道
とは、其の起源から見て、「服従」の道徳であり、「隷属」
の道徳であり、「献身」の道徳であった（韓立紅，2003，
P.214）。このような道徳は、今になっても日本社会に根強
く存在しているとされている。
　武士道精神が濃厚に残った相撲部屋では、親方は絶対的
な存在で、新弟子が親方と先輩力士の使用人になることは
当たり前のようにされている。「かわいがり」にはまった
く不満を漏らせず、稽古のかたわら、掃除、洗濯などの肉
体労働をさせられる。2007年時津風部屋の弟子暴行死事件
後、相撲部屋のこのマイナスの一面が世間を騒がせて、批
判と改革要請の声が絶えなかった。
　実際には、前述したように、このような道徳は日本社会
で成り立っているので、皆は一種の暗黙の「度」を守って
いるのである。「度」を超さない限り、「かわいがり」はか
わいがりのままで、超すと、暴行になり、批判の的となる
わけである。改革といっても、世間が受け入れられるとい
う「度」に戻らせる程度であろう。根本的な改革要請は、
相撲界の保守派との戦いにもなるし、国民性との戦いにも
なるので、現段階ではただの空論にすぎない。
　何と言っても、暴行死事件は相撲部屋のマイナスの一面
を世間に暴いた。また、その不合理なところは発酵され
て、相撲文化の国際化発展に暗い影を投げかけたと言って
も言い過ぎではないと思われる。
５ ．相撲文化国際化発展の特徴
　相撲文化の歴史、現状、推進要因と制約要因に基づき、
その国際化発展の特徴をまとめてみた。
５ ．１ 　政府と相撲協会主導の相撲文化海外伝播の不足
　日本政府と日本相撲協会主導の相撲文化海外伝播の主要
手段は海外公演と海外巡業であり、合わせて29回実施し
た。単純に数で計算すると、少ないと言えないようである
が、一番早い海外巡業が1962年のハワイ巡業、海外公演が
1965年の旧ソ連公演という事実から見ると、50余年に29回
は決して多いとも言えないのであろう。しかも、大抵政治
的な要素かほかのものが伴っているし、実施国の数から見
ても、非常に効果が良いとは言い難い。このようなイベン
トが行われるに際し、大相撲は当地では一時に話題にな
り、テレビなどのメディアにも取り上げられるが、しばら
くしたら、そのブームが冷めてしまう。なぜかというと、
イベントが終わったらすべてが終わり、次の宣伝措置が足
りないからである。
　無論、ほかの措置もあるが、まだ全体的には非常に効果
があるとは言い難い。
５ ．２ 　民間主導の相撲文化海外伝播の充実
　政府と相撲協会に比べると、資金、資源、情報などの多
くの面においては、民間組織は明らかに劣勢に立っている
にもかかわらず、柔軟な態勢と充実な活動で相撲文化の海
外伝播に努めている。
　民間による海外伝播で、一番よく挙げられるのは、相撲
協会 CSA（The California Sumo Association）の活躍であ
る。1998年に、日本に暮らしていた二人の相撲ファンがア
メリカで設立したアマチュア相撲協会である。2001年から
「US Sumo Open」を実施し、参加者は基本的に全米のア
マチュア相撲力士である。
　これは、完全に日本相撲協会と離れる組織であり、自分
の運営システムを持っている。日本の伝統相撲の一部の要
素を受け継いでいながらも、鮮明なアメリカ要素をまじ合
わせている。その創立宗旨をまとめると、下記の通りであ
る。
ア．年齢、体重と性別を問わず、興味のある人に、相撲
の技芸と伝統文化を教える。
イ．一般民衆に日本の伝統相撲と国際アマチュア相撲を
紹介する。
ウ．主に稽古、試合と他のイベントで相撲運動を進め
る。
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エ．相撲の国際影響力を高め、オリンピックの競技種目
に入らせるように努める。
　上記の創立宗旨から分析すると、このような海外アマ
チュア相撲は、日本の伝統相撲と違うところがはっきりし
ていることも分かる。日本伝統相撲の厳格な入門制限にひ
きかえ、入門の無制限には、アメリカ文化中の自由、平等
などの特徴が表れている。また、CSA は、伝統相撲文化
を認める上、相撲を一種のスポーツであると捉え、よりよ
く普及させるため、取組み方法を大きく変えた。つまり、
文化の伝播と共に、相撲を一種のビジネスとしてもやって
いるわけである。現在、参戦者はアメリカ人に止まらず、
日本、ヨーロッパからの力士も入るようになった。また、
試合期間中、日本人力士は当地の中小学校で演説し、相撲
文化を紹介する。
　いずれにしても、CSA などのような民間組織の存在で、
相撲文化がより多くの外国人に知られ、好かれるようにな
るのは、だれもが否定できない事実であろう。
５ ．３ 　相撲文化海外伝播の不均衡性
　現在、一部の国で相撲が比較的によく知られ、相撲文化
も広がっている。また、このような国々は、大体二種類に
分けることができる。
　その一、外国人相撲力士、特に番付の高い力士の出身国
である。アメリカ、ヨーロッパの一部の国、モンゴルなど
が挙げられる。アメリカは、ハワイ出身の名力士もいた
し、相撲協会 CSA の設立地でもある。ヨーロッパのブル
ガリア、エストニアなどは、現役名力士がいる。モンゴル
出身の現役外国人名力士が一番多い。番付の高い力士は、
いずれの国では有名人になるか、英雄扱いされる。重要な
取組は、当地のメディアにも取り上げられる。相撲文化も
いろいろなルートで紹介される。彼らの存在で、当地では
相撲ブームが起こり、相撲ファンもできている。
　その二、日本文化に親しむ国や地区である。アジアの韓
国、中国の香港、台湾、南アメリカのブラジルなどが挙げ
られる。経済も発達で、民間の交流も非常に盛んに行われ
ているし、意識形態も似ているということで、相撲文化を
含む日本文化に、当地の人は比較的に詳しいし、興味を
持っている。
　ほかの国では、一般人が相撲に対する印象は、力士の外
形や日本の国技などのような初歩的なものにすぎず、相撲
文化の奥深さが分かるどころか、触れる機会さえもあまり
ないのである。
６ ．相撲文化国際化発展への対応策
　今の日本相撲文化の国際化が、まだ本当の意味での国際
化ではないことが言えるのであろう。なぜかというと、本
当の国際化は、「国外における国際化」と「国内における
国際化」の二本立てのはずであるが、現在、国際化と言う
と、外国人力士の成績やスキャンダルなどという「国内に
おける国際化」の一側面のみが注目されているからであ
る。相撲文化の国際化発展がどうも非常に偏っているよう
に見えている。しかし、いずれにしても、国際化しつつあ
るのであろう。このような背景のもとに、今後どうやって
対応していくべきかは、考えざるを得ないことになる。
６ ．１ 　他文化伝播経験の参考と相撲文化国際化発展の推
進
　現在、相撲文化の海外伝播が多ルートで盛んに行われて
いるように見えるが、効果が限られている。
　海外公演と海外巡業は、もっと早いペースで回数を増や
そうとしても、操作上は極めて困難に決まっている。イン
ターネット配信や、異種相撲などは、言葉の制限で主に日
本国内にいる外国人向けなので、海外の外国人は、日本文
化の研究者か日本語の習得者ではない限り、まったく知り
ようがないのである。
　今はソフトパワーが重視されている時代で、文化はその
中の非常に重要な一環である。日本文化の中、例えば、ア
ニメと映画、ドラマなどは海外で莫大な人気がある。中国
を例として、『一休さん』、『ドラえもん』から『名探偵コ
ナン』『火影忍者』まで、『君よ憤怒の川を渡れ』『赤い疑
惑』『燃えろアタック』から『ラヴレター』『東京ラブス
トーリー』『GTO』まで一世風靡のアニメ、映画とドラマ
の名作は数多く知られている。これらの作品のおかげで、
日本の歴史、社会、文化、思想、教育、スポーツなどの知
識に一般の中国人は触れる機会を与えられ、日本という国
への認識も一層深まった。
　ところが、相撲文化というと、大ヒット作はおろか、関
係素材の映画、ドラマ、アニメの作品数そのものが非常に
限られている。ブームを起こすには、１作、２作では大抵
無理に決まっている。それに、多くの国では、現実上イン
ターネットは普及しつつあるが、テレビなどの伝統メディ
アが依然としてメインであるというのは、事実であろう。
　一言に言えば、相撲文化をもっと多くの外国人に知ら
せ、国際影響力を高めようとするならば、各国の状況を把
握し、海外伝播のルートと手段を真剣に考えた上進めない
と、いい効果が出るとは言い難いのであろう。
６ ．２ 　相撲魂の尊重と形式上改革の敢行
　相撲文化には、改革が必要なのである。しかし、相撲魂
を尊重することは前提であろう。
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　そもそも相撲魂とは、堂々と相手にぶつかり、勝つこと
を相手に対する最大の尊敬とし、勝っても思いやりのある
心を持つことなどを指すのであろう。これらは、日本伝統
文化のエッセンスの一部と言え、代々にわたり受け継がれ
ていくべき大事なものである。
　日本国内で相撲の人気が下落している中、いかにしてよ
り健康的、且つ魅力的なイメージを国際社会に見せるか
は、相撲文化の国際影響力の拡大だけでなく、国内での相
撲人気の再喚起にもつながる。それを実現するため、国際
化視点から相撲文化の一部にメスを入れることが必要にな
るわけである。そして、改革の重点は、文化伝承、あるい
は国際化潮流にふさわしくない部分に置かれるべきであ
る。例えば、相撲部屋文化の一部、外国人力士枠の部分的
調整、年寄株取得条件中の日本国籍制限緩和などが挙げら
れる。
６ ．３ 　日本相撲協会での対応計画の明確化
　相撲文化の国際化は、もはやだれにも止められない潮流
になっている。このような潮流の中で、調整役はなくては
ならない存在である。
　何と言っても、相撲は日本の国技である。外国人を制限
しないと、将来上位力士が全員外国人になるということ
も、十分可能性はある。なにしろ、体格だけでも、外国人
に負けているのは事実である。したがって、非難を浴びつ
つも、少しでも相撲の国技の地位を保つよう懸命にやって
いる日本相撲協会がある。
　一方、相撲協会には、もっと大きな役目があるべきであ
る。現状維持は、唯一の方法ではない。将来的に、怒濤の
ような勢いを持つ国際化をどのような態勢で受けるかは、
相撲ファンと国民に知らせるべきである。10か年計画や20
か年計画のような形で、もっとはっきりとした国際化対応
策を作るべきではなかろうか。
おわりに
　グローバル化が著しく進展している中、国際化が文化の
新しい傾向の一つとして広く認められているようである。
相撲文化も例外ではない。相撲文化国際化の歴史と現状を
分析し、またそれぞれ四つの面からその推進要因と制約要
因を解析し、さらに三つの面から相撲文化国際化の特徴を
まとめた上、三つの対応策を提出してみた。ただ、レベル
が限られているため、まだいくつかの問題が残されている
と考えられる。例えば、四つの推進要因を提出してみた
が、まだ分析不十分なところがある。一つの例として、外
国人力士の出身分析を思いついたが、入れていない。なぜ
かというと、資料の収集問題もあるし、対照内容として
「日本の少子高齢化傾向と青少年職業観の変化」の部分に
入れるか、それとも「出稼ぎ力士の心理」の部分に入れる
かは、まだ整理ができていないからである。他に、八百長
問題の影響は制約要因の中では触れていない。このような
問題点は、ほかにも挙げることはできるが、いずれも今後
の研究の中で深めていきたい。
　ところで、今の相撲文化国際化の局面になった最も大き
な原因は、外国人力士の募集にあると思われる。高見山大
五郎の成功は、各部屋に刺激を与えたわけである。その刺
激で、各部屋で外国人力士を募集し始めた。これは、一種
の流行に乗る心理であるし、利益を追う心理でもある。新
弟子１人ごとに、部屋は毎年相撲協会から約180万円の補
助金をもらえる。部屋は、主に補助金で成り立っていると
も言える。また、弟子の番付向上にしたがって、番付に応
じた「養成奨励金」が場所ごとに親方に支払われる。外国
人力士が大抵力強くて大柄で、日本人入門希望者が減少す
る中、親方にとっては、この上もない理想的な弟子になる
のである。そして、一人だけでは足りず、もっと多くのた
くましい外国人弟子をほしがるわけである。一方、外国人
力士の優れた成績は日本相撲界に強烈な衝撃を与えた。制
限しなければまずいと、相撲協会は動き出さざるを得な
かった。この視点から見ると、当初の相撲文化の「国内に
おける国際化」は、一種の不本意の結果であると言えよ
う。
　その一方、日本相撲協会は、海外で相撲文化の影響を拡
大し、国内で相撲の人気を取り戻すため、前述のように、
海外公演や海外巡業などの努力もしている。効果はともか
く、ポジティブな行動という角度から見ると、「国外にお
ける国際化」は最初から本意による結果であると捉えても
良かろう。
　いずれにしても、相撲文化の国際化は、すでに現実と
なっていて、しかも、時には抑えきれない勢いを見せてい
る。ただ、諸刃の剣とでも言うべきであろうか、いかにし
て積極的に適応していくか、また相撲の国技の地位を保つ
と同時に、ますます深刻になりそうな和洋間の衝突をどの
ように解決していくかは、相撲文化の健康的な国際化発展
には、今後の大きな課題になるのであろう。
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註
１）それまでの年寄株取得条件は、「幕内を１場所以上、
または十両を連続20場所、もしくは通算25場所務めれば
資格を得られる。」であった。高見山は1968年１月にす
でに入幕し、つまりこの資格を当然満たした者である。
